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文部科学省(以下、文科省)と厚生労働省(以下、厚労省)が調査した、2月 1日現在の大学生

の就職内定率は 10 月 1 日、12 月 1 日調査に引きつづき、前年よりやや回復したものの、非常

に厳しい水準となった。 

厚労省の推計値によると、大学の 24年 3 月新卒予定者数は 55 万人(以下の人数は厚労省推

計値)。この内、大学就職希望者数は 10 月 1 日調査で 42 万 5 千人、12 月 1 日調査で 41 万 6

千人、2月 1日調査 40 万 6 千人で、この間、約 1万 9 千人の新卒予定者が、就職を諦めたか

進路を変更したことになる。また、2月 1日調査の大学就職内定者数は 32 万 7千人で、卒業

目前の状況で、就職先が決定しない就職希望新卒予定者が約 8万人にものぼる。前年の"過去

最低"の水準からは回復基調にあるものの、新卒予定者の就職環境は、依然として非常に厳し

い状況にあり、今後の動向に引きつづき注意していきたい。 
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文部科学省および厚生労働省はこの程､大学・短大等の就職内定状況を発表した｡それ

によると､平成24年3月卒業予定で就職を希望している大学生の就職内定率(以下､内定

率)は､24 年 2 月１日現在で 80.5％(前年同期比 3.1 ポイント増)で、"過去最低"だった

前年度を、若干上回る状況であることが判明した。 

 概 況 

● 依然として就職氷河期を下回る"過去 3番目"の低い水準 

大学生の内定率は、前年同期比で 3.1 ポイント上回り、若干の回復をみせたが、依然とし

て"就職氷河期"といわれた 11 年度の 81.6％、15 年度の 82.1％を下回る、過去 3 番目に低

い水準で非常に厳しい状況である。また、短大女子も内定率 66.9％、前年同期比 3.8 ポイ

ント増で、同じくやや回復したが、過去 5 番目の低い水準にとどまった。(図 1 参照) 

● 内 訳－国公立理系は回復急、私立女子苦戦－ 

大学生の内定率を男女別にみると、男子は 80.7％(前年同期比+1.8 ポイント)、女子は

80.3％(同+4.6 ポイント）。文理別では、文系が 79.4％(同+2.6 ポイント)に対し理系は

85.6％(同+5.3 ポイント)で、理系が高い。設置者別では、国公立大が 87.6％(同+3.6 ポイ

ント)、私立大が 78.2％(同+2.8 ポイント)と､国公立大と私立大の内定率の差は、昨年の 8.6

ポイントから 9.4 ポイントに拡がった。特に、国公立大理系 90.1％(同+6.3 ポイント)の回

復は急となった。同じく、国公立大女子 89.4％(同+5.7 ポイント)の上げ幅も大きい。また、

私立大女子は 77.1％(同+4.0 ポイント)と最も低い内定率となった。 

地域別の内定率では、全ての地区で上昇しており、関東地区 83.3％(同+3.4 ポイント)が

最も高く、中国・四国地区 76.9％(同+0.6 ポイント)が最も低い結果となった。上げ幅は、

中部地区の+8.8 ポイント(内定率 79.5％)が最大となった。 

 

 

文部科学省・厚生労働省 就職内定状況調査：平成 24 年 2 月 1 日現在 

大学生の就職内定率、若干回復の 80.5％！
前年同期比で 3.1 ポイント増 
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＜文部科学省・厚生労働省の調査概要＞ 

○調査依頼先 

   設置者・地域の別等を考慮し、文部科学省・厚生労働省において抽出。大学 62 校（国立 21

校、公立３校、私立 38 校）、短大 20 校、高等専門学校 10 校、専修学校 20 校、合計 112 校。 

○調査対象人員 

   大学・短大・高等専門学校……計 5,690 人、専修学校……560 人、計 6,250 人 

○調査方法・内容 

   各大学等において、所定の調査対象学生を抽出した後、電話・面接等の方法により、性別、

就職希望の有無、内定状況につき調査を実施。 

○調査時期 

平成 23 年 10 月１日、12月１日、24年 2 月 1日、4月 1日の 4回実施 

平成 23 年度 

大学・短大・高等専門学校卒業予定者の就職内定状況調査（平成 24 年 2 月 1 日現在） 

＊調査対象＝大学 62 校、短大 20 校、高等専門学校 10 校の計 92 校 

＊就職内定率＝就職希望者に対する現時点での内定者の割合。  

＊前年度就職率＝平成 23 年 4 月 1日現在調査の前年度卒業学生の就職率。 

＊カッコ内は前年度同期調査からの変動値（ポイント：▲は低下）。 

［全 体］ 

区 分 就職希望率 就職内定率 前年度就職率 

大 学 73.6%（ 2.4） 80.5%（ 3.1） 91.0% 

  国公立 56.1%（ 4.5） 87.6%（ 3.6） 93.5% 

  私 立 82.2%（ 1.3） 78.2%（ 2.8） 90.1% 

短 期 大 学 78.5%（▲0.2） 66.9%（ 3.8） 84.1% 

高等専門学校 62.5%（ 6.2） 98.0%（ 0.7） 98.7% 

合  計 73.2%（ 2.4） 80.2%（ 3.1） 90.7% 

 

［男 子］ 

区 分 就職希望率 就職内定率 前年度就職率 

大 学    67.4% ( 2.1） 80.7%（ 1.8） 91.1% 

  国公立 47.5%（ 3.3） 85.9%（ 1.6） 92.5%  

  私 立 78.1%（ 1.5） 79.1%（ 1.8） 90.6% 

高等専門学校 62.5%（ 6.2） 98.0%（ 0.7） 98.7% 

合  計 66.8% ( 2.6） 82.8%（ 1.8） 92.0% 

 

［女 子］ 

区 分 就職希望率 就職内定率 前年度就職率 

大 学    82.1%（ 2.7） 80.3%（ 4.6） 90.9% 

 国公立 69.6%（ 6.4） 89.4%（ 5.7） 94.6% 

 私 立 87.6%（ 1.1） 77.1%（ 4.0） 89.6% 

短期大学 78.5%（▲0.2） 66.9%（ 3.8） 84.1% 

合  計 81.3%（ 2.1） 77.6%（ 4.5） 89.5% 

 

RI-01608
テキストボックス
(c)2012 旺文社 教育情報センター

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/


 - 3 - 

［大学：文理別就職内定率］ 

区 分 文 系 理 系 

大 学 79.4%（ 2.6） 85.6%（ 5.3） 

   国公立 86.3%（ 2.1） 90.1%（ 6.3） 

   私  立 77.6%（ 2.5） 81.8%（ 4.4） 

 

［大学：地域別就職内定状況］ 

地 域 就職内定率 地 域 就職内定率 

北海道・東北 79.1%（ 0.8） 近  畿 80.5% ( 0.2) 

関   東 83.3%（ 3.4） 中国・四国 76.9% ( 0.6) 

中  部 79.5%（ 8.8） 九  州 77.3% ( 6.8) 

 

◆ 大学・短大卒業予定者の就職内定率（平成 24 年 2 月 1 日現在）の推移◆（図１）  
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※平成８年度から、文部科学省・厚生労働省調査を実施(平成８年度から１０年度まで､３月１日現在の調査)。 
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